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資料2

	部会名
	[bookmark: _GoBack]令和元年度第1回高次脳機能障がい部会

	日時
	令和元年6月18日（火）　18：20～20：20

	場所
	グリーンホール2階ホール

	参加者
	76名（医療関係者32名、福祉等支援者29名、当事者・家族15名）

	区西北部高次脳機能障害支援普及事業（豊島病院）と共催
（1）講演会
　　 講演①「家族会の意義　高次脳機能障害者の就労支援」
講師：高次脳機能障害者・遷延性意識障害者と家族の集い「なんてんの会」
　　　　　 会長　井上隆子氏
　　（講演内容）
　　 ・なんてんの会で大事にしていること
　　 ・就労支援について①　高次脳機能障がい者を雇入れして
　　 ・就労支援について②　復職と再就職
＜アンケートから＞
　　　○家での生活ばかり考えがちなので、積極的な社会参加活動の話はとても刺激になった。
　　　○「家族会は義務で参加するのではなく、楽しいところ、困った時に駆け込めるところ」というのが印象的だった。
　　　○技術ではなく人として成長して欲しいという言葉に改めて考えさせられた。

講演②「私たちのホンネをきいてください！当事者からの景色」
　　　　「私たちのホンネをきいてください！家族からの景色」
講師：高次脳機能障害者・遷延性意識障害者と家族の集い「なんてんの会」
　　　　　  秋山良久氏、秋山道代氏
　　（講演内容）
　　 ・当事者、家族それぞれの視点で、受傷から受容し現在に至るまでの時系列と心情変化。
　　＜アンケートから＞
　　　○当事者の辛さだけでなく、それを支える家族の辛さも聞けて勉強になった。
　　　○苦労や支え合い、不満、感謝といったリアルな本音を知れて良かった。
　　　○患者様との関わり方や支援方法について、改めて自分の言動を見直すきっかけとなった。

（2）お知らせ
　　・部会員一覧表について
・今年度の部会について（年６回開催予定。内2回は講演会等、内４回は情報交換連絡会）

（3）次回予定
日時：令和元年12月2日（月）　18：20～　
場所：板橋区立グリーンホール　１階ホール
内容：高次脳機能障がい者支援に携わる事業所、医療福祉関係者による「情報交換連絡会」



